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陽

瓜

認

録

行
政
と
は
福
社
の
総
て
で
あ
ろ

（ム
出
市
長
―
議
会
各
介
よ
り
）

み
ず
き
保
育
園
卒
園
式

「
い
い
ね
金
沢
」
の
語
源
に
施
設
も
あ
り

理
賣

安

田

隆

明

「
い
い
ね
金
沢
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

こ
の
ふ
る
里
に
生
れ
育

っ
た
私
共
は
素
よ
り
金
沢
を
訪
れ

た
人
、
転
勤
族

の
人
、
他
国
の
人
々
か
ら
も
よ
く
聞
か
さ
れ

る
言
葉

で
あ
り
、
そ
の
言
葉
は
誰
が
言
う
と
も
な
く
自
然
と

心
の
中
か
ら
出
て
来
る
言
葉
で
も
あ
る
。

森

の
都
、
美
し
き
清
き
川
の
流
れ
、
四
季
の
味
覚
、
先
人

に
よ
る
伝
統
文
化
と
工
芸
、
加
賀
藩

の
開
城
以
来
戦
禍
に
見

舞
わ
れ
な
い
古
い
街
並
み
に
加
え
て
善
隣
と
い
う
古
き
良
き

隣
保
と
交
流
に
由
来
す
る
所
以
で
も
あ
ろ
う
か
。

施
設
に
奉
仕
す
る
我
々
は
、
善
隣

の
精
神
に
則
り
福
祉
の

業
が
負
荷
さ
れ
て
い
る
。

「
い
い
ね
金
沢
」
の
語
源
は
、
そ
の
原
点
は
幸
せ
で
あ
り

安
心
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。
施
設
が
機
能
し
て
の
安
心
で
あ
り
、

幸
せ
で
あ
り
、

「
い
い
金
沢
」
で
も
あ
る
。

「
い
い
ね
金
沢
」
に
応
え
金
沢
ら
し
い
施
設
で
あ
る
た
め
、

そ
の
任
は
重
く
そ
の
責
を
果
た
す
た
め
日
々
精
進
し
な
く
て

は
な
る
ま
い
。
施
設
が
機
能
し
な
け
れ
ば

「
い
い
金
沢
」
の

顔
も
曇
り
、
都
市
機
能
の
不
全
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
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陽 風 園 だ よ り 第42号

特
養
ホ
ー
ム
「家
族
意
識
調
査
」
か
ら

万
陽
苑
施
「政
長

関
　
澤

進

平
成
十
七
年
度
、
県
老
人
福
祉
施
設

協
議
会

・
調
査
研
究
委
員
会
で
は
、
県

内
の
特
養
ホ
ー
ム
五
十

一
施
設
の
利
用

者
家
族

一
、
三
八
二
人

（利
用
者
数
四
、

六

一
六
人
の
三
〇
％
）
に
、

「特
養
ホ

ー
ム
利
用
者
、
家
族
に
対
す
る
意
識
調
査
」

を
実
施
さ
せ
て
頂
き
、　
一
、
○
○
○
家

族

（回
収
率
七
二

。
四
％
）
か
ら
回
答

を
頂
き
ま
し
た
。

私
は
、
調
査
研
究
委
員
長
の
立
場
に

あ
り
、
副
委
員
長

・
事
務
局

（県
社
会

福
祉
協
議
会
）
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

調
査
方
法

。
設
間
の
設
定
等
、
委
員
会

に
委
員
長
案
を
提
示
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

調
査
方
法
は
、
無
記
名
で
、
あ
て
先
も

県
社
協
と
し
て
、
何
方
が
回
答
さ
れ
た

か
分
か
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
も
致
し
ま

し
た
。
設
間
の
内
容
で
は
、
①
入
所
時
期

。

面
会
の
状
況
　
②
入
所
理
由
　
③
費
用

負
担
　
・④
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度

（食

事

。
排
泄

・
入
浴

。
掃
除

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
・

余
暇
活
動

。
医
療
に
関
す
る
考
え
方
）

⑤
職
員
の
資
質
　
⑥
個
人
情
報
　
⑦

終
末
介
護

（看
取
り
）
の
七
項
目
三
十

四
間
の
調
査
内
容
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

集
計
結
果
を
見
ま
す
と
、
入
所
時
期

で
は
、
介
護
保
険
制
度
導
入
後
が
七
四

。

三
％
を
占
め
、
面
会
の
頻
度
で
は
、
ほ

ぼ
毎
日
七

・
七
％
、
毎
週
四
三

・
三
％
、

月

二
回
程
度

四

一
。
八
％
、
年

一
～

二

回
程
度
四

・
七
％
で
し
た
。

入
所
理
由

（複
数
回
答
）
で
は
、

「介

護
者

の
精
神
的
負
担
が
大
き
く
充
分
な

介
護
が
困
難
」
五

一
。
二
％
、

「
利
用

者
が
必
要
な
と
き

に
専
門
家
が
そ
ば

に

い
て
対
応
し

て
も
ら
え
て
生
活
上

の
安

心
が
あ
る
」

四
六
％
、

「特
養
は
心
身

の
状
態
に
関
わ
ら
ず
安
心
、
安
全
な
生

活
が
で
き
る
か
ら
」
四

一
。
九
％
、

「介

護
者
が
就
労
し
て
い
る
事
か
ら
、
充
分

な
介
護
が
困
難
」

四
〇

・
三
％
が
主
な

理
由
で
し
た
。

費
用
負
担

で
は
、
平
成
十
七
年
十
月

か
ら
、
居
住
費
と
食
費
が
利
用
者

の
自

己
負
担
に
な
っ
た
関
係
で
の
質
問
で
し
た
。

従
来
型

の

「多
床
室

（
二
人
～
四
人
の

相
部
屋
）
」

四
八

・
六
％
、

「従
来
型

個
室
」

二
〇
％
、
新
型
特
養

の

「
ユ
ニ

ッ
ト
型
個
室
」

八

・
五
％
、

「
ユ
ニ
ッ

ト
型
準
個
室
」
三

。
四
％
の
回
答

で
、

従
来
型

の
特
養
を
希
望
さ
れ
る
方
が
、

新
型

の
ユ
ニ
ッ
ト
型
を
希
望
さ
れ
る
方

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査

で
は
、
す

で
に
特
養
を
利
用
さ
れ

て
い

る
ご
家
族
に
対
し
て
の
質
問
で
し
た
の
で
、

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

）

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度

の
項
目
で
、
食
事
で
は
満
足

・
普
通
を

合
わ
せ
て
八
八

。
一
％
、
排
泄
八
六

・

八
％
、
入
浴
八
七

。
一
％
、
掃
除
八
四

・

五
％
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
八
五

・
七
％
、
余

暇
活
動
八
五

・
六
％
の
評
価
を
頂
き
ま

し
た
。
次
に
、
特
養
ホ
ー
ム
で
管
理
で
き
る

医
療
行
為
で
は
、
経
管

。
経
腸
栄
養
の

管
理
五
二

・
六
％
、
排
便
管
理

（
ス
ト

ー
マ
）
五
五
％
、
褥
麿
処
理

（床
ず
れ
）

七

一
。
一
％
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
注
射
五
三

・

七
％
と
、
こ
の
項
目
で
は
特
養
で
の
管

理
が
可
能
と
の
思
い
が
あ
り
、
国
腔

・

気
道
内
吸
引
、
在
宅
酸
素
管
理
、
留
置

カ
テ
ー
テ
ル
、
気
管
カ

ニ
ュ
ー
レ
等
の

管
理
は
七
〇
％
以
上
の
方
が
、
管
理
が

出
来
な
い
と
の
思
い
の
様
で
し
た
。

職
員
資
質
の
項
目
で
は
、
服
装

。
髪
形
、

挨
拶
、
対
応
、
仕
事
の
丁
寧
さ
等
七
項

目
の
調
査
で
、
そ
れ
ぞ
れ
八
八
％
以
上

の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

個
人
情
報
の
取
扱
い
で
は
、
居
室
前

の
名
札
、
誕
生
者
の
紹
介
や
長
寿
番
付

の
表
示
、
施
設
内
の
写
真
掲
載
、
施
設

便
り
の
写
真
掲
載
は
、
概
ね
認
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
外
部
か
ら
の
入
居
確
認
、

面
会
状
況
の
確
認
、
親
類

・
知
人
と
名

乗

っ
て
利
用
者
の
状
態
確
認
等
は
拒
否

の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

更
に
、
終
末
期
介
護

（タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
）
に
つ
い
て
は
、
記
述
式
の
方
法

を
取
り
ま
し
た
。
コ
メ
ン
ト
で
は
、

「環

）

境

の
慣
れ
た
所

で
安
ら
か
に
看
取

っ
て

欲
し

い
」
、

「
延
命
装
置
は
せ
ず
、
自

然
の
ま
ま
に
死
を
迎
え
さ
せ
た
い
」
等
、

三
八
〇
件
以
上
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
施
設

で
生
活
を
さ
れ

て
い

る
方
が
、

「容
態

の
急
変
に
直
面
す

る

よ
う
な
状
況

の
場
合
、
ど

こ
で
看
取
ら

れ
る
こ
と
を
望
ま
れ
ま
す
か
」

で
は
、

病
院
四
九

・
六
％
、
施
設
三
二

・
六
％
、

自
宅

八

・
三
％
、
無
回
答
九

・
五
％
で

し
た
。
今
年
度
か
ら

「看
取
り
に
関
す
る
指

針
策
定
」
や

「職
員
研
修
」
、

「看
取

り
の
た
め
の
個
室
確
保
」
等
が
条
件
の

『重

度
化
対
応
加
算
』
を
得
て
い
る
特
養
に
、

『
看
取
り
介
護
加
算
』
が
盛

り
込
ま
れ

ま
し
た
。

特
養
ホ
ー
ム
で
は
、
要
介
護
度

の
高

い
重
度
の
方
が
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

介
護
報
酬
の
上
で
は
、
特
養
ホ
ー
ム
は
、

よ
う
や
く

『
終

（
つ
い
）

の
棲
家
』
と

し
て
認
め
ら
れ
た
と

の
評
価
も
あ
る

一

方
で
、

「尊
厳
の
あ
る
死
が
保
て
る
の
か
」

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

万
陽
苑

で
は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
構
成
し
て
、
徹
底
し
た
論
議
を
重
ね
、

看
取
り
介
護
の
考
え
方
、
介
護
の
視
点
、

具
体
的
な
支
援
内
容

・
介
護
方
法
、
夜

間
緊
急
時

の
連
絡
方
法
と
そ
の
対
応
、

協
力
医
療
機
関
と
の
研
修

・
連
携

・
連

絡
体
制

の
充
実
を
図
る
等
、

『
重
度
化

対
応
』
に
万
全
を
期
し
た

い
と
思

っ
て

い
ま
す
。
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第42号 陽 風 園 だ よ り

施

設

だ

よ

り

向
　
陽

苑

花
見
ド
ラ
イ
ブ

平
成
十
八
年
四
月
十
二
日
水
曜
日
、

午
前

。
午
後
と
二
班
に
分
か
れ
て
、

花
見
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
し
た
。

苑
を
出
発
し

て
、
兼
六
園
↓
卯

辰
山
↓
市
営
グ

ラ
ン
ド
↓
自
衛
隊

の
前
と
、
金
沢
市
内

の
桜

の
名
所

を
順
次
見
学
し
て
周
り
ま
し
た
。

今
年

の
四
月
は
天
候
が
す
ぐ

れ

ず
心
配
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
雨

も
上
が
り
、
満
開

の
桜

の
花
が
は

っ
き
り
と
見
え
、
皆
、
日
々
に

「綺

一麗
や
ね
～
」
を
連
発
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
美
し
い
桜
を
見
な
が
ら
、

話
も
弾

み
、
隣

り
の
人
と
仲
良
く

な
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

あ

っ
と
い
う
間
に
時
間
も
過
ぎ
、

万
陽
苑
で
は
、
昨
年

の
秋
よ
リ
プ

チ
外
出
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
プ

チ

外
出
と
は
、
散
歩
や
外
気
浴
を
兼
ね

苑
周
辺
の
店
舗

へ
行
き
、
日
用
品
や

間
食
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
で
す
。

四
月
に
入
り
、
桜

の
花
見
を
兼
ね

プ
チ
外
出
を
行

い
ま
し
た
。
あ

い
に

く
桜
が
満
開
の
頃
か
ら
は
、
天
候
に

恵
ま
れ
ず
曇
り
空

の
肌
寒

い
日
が

続
き
残
念
で
し
た
。

四
月
十

二
日
、
よ
う
や
く
春
ら
し

い
天
候
に
恵
ま
れ
、
並
日
段
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ

に
よ

る
外
出
が

で
き
な

い
方

を
中
心
に
プ

チ
外
出
に
出
か
け
ま

し
た
。
一化
里
公
園

へ
行
き
、
き
れ

い

に
咲

い
た
満
開

の
桜
を
観

る
こ
と

が
で
き
感
激
す
る
方
、
笑
み
を
浮
か

べ
る
方
、
ま
た
、
公
園
に
来

て
い
た

小
学
校

の
児
童
が
活
発
に
遊
ん

で

い
る
姿
を
優
し

い
ま
な
ざ

し

で
観

て
い
る
方
な
ど
、
並
日
段
あ
ま
り
見
る

こ
と

の
で
き
な

い
表
情
が
た
く
さ

ん
見
ら
れ
、
気
分
転
換
に
も
な

っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
プ
チ
外
出
を
継
続

し
地
域
社
会
と

の
交
流
を
図
る
こ

と

で
、
生
活

の
範
囲
が
広
が
り
、
少

し

で
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ

た
ら
と
思
い
ま
す
。

陽
風
園
木
越
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

日
本
財
団
福
祉
車
輌
「セ
レ
ナ
」

開
設
か
ら

一
年
が
過
ぎ
、
〈
７
で
は

多

い
日
で
二
十
名
ち
か
く

の
方

に

ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
。

デ

イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

の

一

日
は
、
送
迎
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
送

迎
は
利
用
者

の
皆
様
に
、
そ
の
日

一

日
を
快
く
過
ご

し

て
頂
く
た
め

の

重
要
な
時
間
と
空
間
で
す
。
現
在

の

送
迎
範
囲
は
、
近
く
は
木
越
周
辺
、

遠
方

で
は
、
瓢
箪
町
や
寺
中
な
ど
半

径
六
キ

ロ
を

エ
リ
ア
と
し

て
い
ま

す
が
、
都
合
よ
く
同
じ
方
面

の
方
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
送
迎
車

一

台
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
送
迎
順
路

に
は
何
時
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
年
三
月
に
「日
本
財
団
」

よ
り
助
成
し
て
頂
き
、
新
た
に
送
迎

車
が

一
台
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
お
蔭

様

で
、
送
迎
は

ス
ム
ー
ズ

に
な
り
、

利

用
者

か

ら
は

「音
が
静
か
や
ね
」

「乗
り
心
地
い
い

ね
」
な
ど

、
と

て

も
好
評
で
、
車
内

の
会

話

も
弾

ん

で
い
ま
す
。
フ」
れ

か
ら
も
安
全
に
、

喜
ば

れ

る
送

迎

を
心
掛

け

て
い

き

た

い
と
思

い

ま
す
。

陽
風
園
日
誌

２

月交
通
安
全
チ

ョ
コ
っ
と
ア
ド
バ
イ
ス

節
分
祭

　
　

　
　

（陽
風
園

誕
生
会

介
護
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

（陽
風
園
）

各
施
設
）

（各
施
設
）

（特
養
三
施
設

。
診
）

北
陸
学
院
短
期
大
学
施
設
介
護
実
習

（第
一
一万

。
第
二
万
）

金
城
大
学
社
会
福
祉
援
助
技
術
現
場
実
習

（三
陽

。
あ
け
ば

の
）

石
川
知
的
障
害
者
福
祉
協
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（若
葉

。
あ
け
ば

の
）

家
族
介
護
者
教
室

（万
陽
デ
イ
）

小
立
野

・
菊
川
健
康
体
操
教
室

崎
浦
い
こ
い
の
広
場

新
竪
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン

真
如
苑
歌

・
願
相
談
セ
ン
タ
ー
陽
風
園
）

酬
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
訪
問
介
護
員

施
設
実
習

（第
二
万
陽
苑
）

金
城
大
学
介
護
実
習

　

（第
三
万
陽
苑
）

内
川
サ
ロ
ン

。
つ
つ
じ
が
丘

。
大
桑
団
地

十

一
屋
校
下
健
康
づ
く
り
教
室

（相
談
セ
ン
タ
ー
第
三
万
陽
苑
）

内
川
地
区
社
会
福
祉
関
係
者

視
察
研
修
会

石
川
県
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校

巡
回
臨
床
実
習
（
ハ
ビ
リ
ポ
ー
ト
若
葉
）

健
康
指
導

（あ
け
ば

の
作
業
所
）

保
育
参
観

（
み
ず
き
保
育
園
）

ひ

と

と

き

の
ド

ラ

イ

ブ

を

楽

し

み

な

が

ら
、

満

開

の
桜

に

別

れ

を

告

げ

帰

苑

し
ま
し
た
。

プ
万

チ 陽
タト

出 苑
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施

設

だ

よ

り

第

二
万
陽
苑

節
分
祭

節
分
と
は
、
各
季
節
の
始
ま
り
の

日

（立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
）

の
前
日
の
こ
と
を
表
し
ま
す
。
特
に

立
春
の
前
日

（
二
月
三
日
頃
）
の
こ

と
を
示
す
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
節
分
に
は

「季
節
を
分
け
る
」

と
い
う
意
味
も
あ
る
そ
う
で
す
。

】
　

　

　

　

ｌ
ι

ず

節
分
の
行
事
で
、
鬼
払
い
と
は
、

平
安
時
代
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

「追

雌

（
つ
い
な
）
」
か
ら
生
ま
れ
ま
し

た
。
追
難
と
は
俗
に

「鬼
や
ら
い
」
、

「な
や
ら
い
」
、

「鬼
走
り
」
、

「厄

神
送
り
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
疫
病
な

ど
を
も
た
ら
す
悪
い
鬼
を
追
い
払
う

た
め
に
行
わ
れ
た
風
習
で
し
た
。
近

代
に
入
っ
て
か
ら
前
述
し
た
風
習
が

廃
れ
、
節
分
当
日
の
夕
暮
れ
、
柊
の

枝
に
鰯
の
頭
を
刺
し
た
も
の
を
戸
口

に
立
て
て
お
い
た
り
、
豆
ま
き
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

豆
ま
き
は
、
炒
っ
た
大
豆
を
撒
き
、

撒
か
れ
た
豆
を
自
分
の
年
齢

（数
え

年
）
の
数
だ
け
食

べ
ま
す
。
豆
を
撒

く
と
い
う
こ
と
に
は
、
鬼
に
豆
を
ぶ

つ
け
る
こ
と
で
、
邪
気
を
追
い
払
い
、

一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
意
味
合
い

が
あ
る
そ
う
で
す
。

さ
て
、
第
二
万
陽
苑
で
も
二
月
三

日
に
節
分
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
利

用
者
十
八
名
、
職
員
四
名
の
年
男
年

女
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
全
員
で
盛
大

に
豆
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
は

遠
慮
が
ち
に
豆
を
投
げ
て
い
た
方
も
、

「
み
ん
な
で
邪
気
を
追
い
払

っ
て
元

気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
掛
け

声
に
、
撒
き
方
に
も
か
な
り
力
が
入

る
よ
う
に
な
り
、
皆
さ
ん
の
迫
力
あ

る
豆
撒
き

で

つ
い
に
鬼
も

降
参
し

て
し

ま
い
ま
し
た
。

最
後

に
、

利
用
者
、
職

員
全
員

で
健

康

を

祈

念

し
、
盛
大
な

う
ち
に
節
分

祭
は
終
了
し

ま
し
た
。

第
二
万
陽
苑

内
川
た
け

の

こ
祭

り

内
川
地
区
と
い
え
ば

「竹
の
郷
」

で
す
が
、
毎
年
五
月
四
日
に
内
川
公

民
館
を
会
場
に

「内
川
た
け
の
こ
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
当
苑
か
ら
も

ス
タ

ッ
フ
が
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

当
初
は
、
も
ち

つ
き
コ
ー
ナ
ー
の

お
手
伝
い
と
い
う
形
で
参
加
を
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、
四
年
前
か

ら
は
、
串
焼
き
コ
ー
ナ
ー
を
出
店
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
も
良
く
、
朝
早
く

か
ら
掘
っ
た
ば
か
り
の
た
け
の
こ
や
、

た
け
の
こ
ご
飯
、
た
け
の
こ
の
天
ぶ

ら
な
ど
、
春
の
味
を
求
め
て
大
勢
の

方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

私
達
も
会
場

へ
着
い
て
す
ぐ
に
準

備
を
行
い
、
串
焼
き
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。
列
を
作

っ
て
五
本
、
十
本

と
買

っ
て
い
か
れ
る
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
に
混
じ

っ
て
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
が
顔
か
ら
笑
顔
を
あ
ふ
れ
さ
せ

な
が
ら

一
本
を
買

っ
て
い
か
れ
る
姿

に
、
今
年
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

出
店
者
と
い
う
立
場
で
地
域
の
皆

さ
ん
と
交
流
が
出
来
、
ま
た
、
用
意

し
た
串
、
千
五
百
本
も
完
売
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

空
は
青
く
、
風
も
爽
や
か
で
、
身

体
に
残
る
疲
れ
も
心
地
よ
く
感
じ
る

一
日
で
し
た
。

）

陽
風
園
日
誌

３
月理
事
会

。
評
議
員
会

美
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

晴
武
民
謡
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（陽
風
園
）

ひ
な
祭
り
喫
茶

・
誕
生
会

　

（各
施
設
）

石
川
県
知
事
及
び
石
川
県
議
会
議
員

補
欠
選
挙
不
在
者
投
票

（老
人
四
施
設

介
護
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

（特
養
三
施
設

診

）

石
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

石
川
県
福
祉
施
設
卓
球
大
会

（若
葉

。
あ
け
ぼ

の
）

運
営
懇
談
会

（相
談
セ
ン
タ
ー
陽
風
園
）

（相
談
セ
ン
タ
ー
第
二
万
陽
苑
）

ひ
ま
わ
リ
グ
ル
ー
プ
施
設
訪
間
（万
陽
苑
）

小
立
野

・
菊
川
健
康
体
操
教
室

崎
浦
い
こ
い
の
広
場

新
竪
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

（相
談
セ
ン
タ
ー
陽
風
園
）

京
都
祇
園
舞
妓
訪
問

二
水
高
校
吹
奏
楽
部
訪
問
（第
二
万
陽
苑
）

内
川
サ
ロ
ン

・
つ
つ
じ
が
丘

。
大
桑
団
地

十

一
屋
校
下
健
康
づ
く
り
教
室

（相
談
セ
ン
タ
ー
第
二
万
陽
苑
）

作
業
収
益
還
元
旅
行

　

（三
陽
ホ
ー
ム
）

お
別
れ
会

・
卒
園
式

（み
ず
き
保
育
園
）

木
越
し
ら
ゆ
り
会

民
謡

。
舞
踊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（木
越
デ
イ
）
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施

設

だ

よ
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三
陽
ホ
ー
ム

湯
涌
温
泉
の
旅

毎
年
恒
例
の
作
業
収
益
還
元
旅
行

が
、
三
月
八
日
～
九
日
の

一
泊
二
日

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
は
、
室
内
作
業
班
、
ス

テ
ン
シ
ル
班
、
園
芸
班
、
生
活
リ
ハ

ビ
リ
班
、
各
々
の
メ
ン
バ
ー
が
互
い

に

一
年
間
精
勤
し
て
得
ら
れ
た
作
業

収
益
を
も
と
に
皆
で
揃

っ
て
温
泉
に

出
か
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

三
月
の
上
旬
で
、
外
は
ま
だ
ま
だ

寒
風
吹
き
す
さ
む
候
、
乗
り
込
ん
だ

バ
ス
が
目
指
す
は

一
路
湯
涌
温
泉
。

往
路
の
バ
ス
の
中
で
は
、
旅
行
気

分
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
と
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
賞
品
を
ゲ

ッ

ト
し
た
人
は
大
満
足
―
気
が

つ
け
ば

も
う
温
泉
宿
の
前
で
し
た
。

到
着
後
、
暫
く
し
て
か
ら
、
温
泉

に
つ
か
り
、

「や

っ
ぱ
り
温
泉
は
温

ま
っ
て
気
持
ち
が
い
い
な
、　
一
年
間
、

頑
張

っ
て
き
て
よ
か

っ
た
な
」
と
振

り
返

っ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
旅
行
の
醍
醐
味
の

一
つ
は

何
と
い
っ
て
も
美
味
し
い
料
理
。

温
泉
に
つ
か

っ
て
、
宴
会
気
分
も

盛
り
上
り
加
賀
料
理
に
舌
鼓
み
を
打

っ
た
あ
と
、
息

つ
く
間
も
な
く
お
土

産
探
し
。
数
々
の
珍
し
い
お
土
産
が

ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
売
店
で
の
買
い
物
に

心
を
弾
ま
せ
、
い
つ
し
か
箱
い
っ
ぱ

い
に
買
い
込
ん
だ
お
土
産
で
ダ
ン
ボ

ー
ル
は
幾
箱
に
も
な
り
ま
し
た
。

帰
路
の
車
中
で
は
、
日
々
に
旅
の

想
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
皆
さ
ん
満

足
し
た
様
子
。

つ
い
う

っ
と
り
夢
心

地
で

一
眠
り
す
る
方
も
。

ど
の
顔
に
も
普
段
見
ら
れ
な
い
、

本
当
に
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
表
情
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー

ズ
に
十
分
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
、

新
た
な
企
画
を
立
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ハ
ビ
リ
ポ
ー
ト
若
葉

『
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
』

二
月

二
十

三

日
、

ハ
ビ

リ
ポ

ー
ト
若
葉
で
は
、

石

川

県
歯

科

衛

生

士
専

門

学

校

の
巡

回
臨

床

実

習
と
し
て
歯
磨
き
指
導
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
期
毎
年
行

っ
て
頂
く

指
導
は
、
皆
さ
ん
に
歯
を
磨
く
方
法

が
正
し
い
か
を
教
え
て
頂
く
大
変
良

い
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
中
に
は
、
将
来
歯
科
衛
生
士
を
目

指
す
生
徒
さ
ん
達
の
真
剣
な
指
導
や

話
に
耳
を
傾
け
頷
く
方
や
、
楽
し
そ

う
に

「ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
」
の
方
法
を

学
ん
で
い
る
方
な
ど
様
々
な
表
情
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
自
身
の
歯
で
口歯
み
、
食
事
が

で
き
る
歓
び
を
少
し
で
も
長
く
持
ち

続
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者

の

方

々

の

「歯
の
健
康

と

衛

生

管

理
」
に
、　
一

層
努
め
て
行

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
ノ^。

４
月職
員
辞
令
交
付

初
任
職
員
研
修
会

物
故
者
追
悼
法
要

芝
乃
会
民
謡

・
舞
踊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（陽
風
園
）

花
見
花
見
喫
茶

花
見
ド
ラ
イ
ブ

誕
生
会

定
期
健
康
診
断

（各
施
設
）

介
護
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

（特
養
三
施
設

・
診
）

ンヽ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

（第
二
万

。
第
二
万

。
第
三
万
デ
イ
）

家
族
介
護
者
教
室

（万
陽
デ
イ
）

崎
浦
い
こ
い
の
広
場

（地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
）

ひ
ま
は
り
美
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ビ
デ
オ
上
映
会

（第
二
万
陽
苑
）

入
園
式

ひ
な
た
ば

っ
こ

（み
ず
き
保
育
園
）

健
康
教
室

（木
越
デ
イ
）
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あ
け
ば
の
作
業
所

福
祉
施
設
卓
球
大
会

三
月
十

一
日
、
県
社
協
が
主
催
す

る
福
祉
施
設
卓
球
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
参
加
申
し
込
み
の
際
、
利
用

者
全
員
に
希
望
を
募

っ
た
と
こ
ろ
三

人
の
利
用
者
が
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

参
加
が
決
ま

っ
た
二
人
の
選
手
は
毎

日
短
い
休
み
時
間
に
体
育
館
で
汗
を

流
し
な
が
ら
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
最
初
は
、
ラ
ケ

ッ
ト
に
玉
を
当

て
る
の
が
精

一
杯
で
試
合
に
な
る
か

不
安
で
し
た
が
、
練
習
の
お
か
げ

で

大
会
ま
で
に
は
、
ラ
リ
ー
が
続
く
ま

で
に
上
達
し
ま
し
た
。

大
会
当
日
、
二
人
の
選
手
は
気
合

い
と
緊
張
が
入
り
交
じ

っ
た
様
子
で

試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
試
合
は
接
戦

で
と
て
も
白
熱
し
た
も
の
と
な
り
、

二
人
と
も
練
習
以
上
に
実
力
を
発
揮

し
て
頑
張

っ
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
、
団
体

・
個
人
戦
と

も
に
入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

三
人
と
も
練
習
で
身
に
付
け
た
力
を

出
し
切

っ
た
と
い
う
充
実
感
で
と
て

も
明
る
く
、
清
々
し
い
表
情
を
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ

「来
年

も
頑
張
る
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
、

と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
、
参
加
し
て

良
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

み
ず
き
保
育
園

初
め
て
の
卒
園
式
を
終
え
て

去
る
三
月
二
十
五
日
。
こ
れ
か
ら

始
ま
る
新
し
い
生
活
を
祝
う
よ
う
な

澄
み
き

っ
た
青
空
の
日
に
み
ず
き
保

育
園
の
卒
園
式
が
あ
り
、
三
十

一
名

の
子
供
達
が
元
気
に
巣
立

っ
て
い
き

ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
、
こ
の
子
供
達
は
初

め
て
ク
ラ
ス
担
任
す
る
年
長
児
で
、

開
園
初
の
卒
園
児
で
し
た
。　
一
ク
ラ

ス
三
十
名
以
上
と
い
う
大
人
数
の
ひ

ま
わ
り
組
と
私
の
初
め
て
だ
ら
け
の

一
年
間
は
、
振
り
返
れ
ば
あ

っ
と
い

う
間
の

一
年
で
し
た
。

両
手
を
真

っ
赤
に
し
て
練
習
し
た

和
太
鼓
、
リ
レ
ー
で
負
け
て
悔
し
涙

を
流
し
な
が
ら
も
仲
間
と
頑
張

っ
た

運
動
会
、
劇
で
役
に
な
り
き

っ
て
張

り
切

っ
た
表
現
会
な
ど
、
子
供
達
は

一
つ
行
事
を
終
え
る
ご
と
に
成
長
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、

ち
よ
っ
ぴ
り
緊
張
し
な
が
ら
保
育
証

書
を
貰

っ
て
い
た
卒
園
式
。　
一
人
ひ

と
り
の
顔
を
見
な
が
ら
、
こ
の
子
供

達
と
出
会
え
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
と

て
も
幸
せ
に
感
じ
な
が
ら
、
涙
よ
り

も
笑
顔
が
こ
ば
れ
ま
し
た
。
私
を
は

じ
め
全
職
員
に
と

っ
て
あ
の
子
供
達

は
何
よ
り
大
切
な
、
絶
対
に
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
特
別
な
存
在
で
す
。

今
で
は
卒
園
し
た
子
供
達
が
保
育

園
に
顔
を
出
し
、
話
し
に
来
る
の
が

楽
し
み
で
す
。
　

　

中
藤
　
聖
子

）

―◆――◆―◇―◆――◇―◆―◆――■――く,一◆――◇―●―◆―― /〉 ―◆―◆――◇―◆―◆――◆―◆―◆――◇―◇―◆――◇― (〉 ―◆――◇―◆―

在宅サービス利用状況 (2月～4月 )
利用者の変動状況 (2月 ～4月 )

(2.3月 )

(4月 )

施 設 名 事 業 延 人 数

一談

園

一域

一

万 陽 苑

シ ∃ ― ト ス テ イ 338
デ イ サ ー ビ ス 948
ホームヘルプサービス 376
訪 間 入 浴 サ ー ビ ス

配 食 サ ー ビ ス 898
移 送 入 浴 サ ー ビ ス 45

居 宅 介 護 支 援 事 業 813
介 護

ロ
ロ 談 158

介 護
日
国 談 126

木 越
デ イ サ ー ビ ス 762
居 宅 介 護 支 援 事 業 121

第二万陽苑

金 沢 南

シ ∃ ― ト ス テ イ 405
ホームヘルプサービス 366
居 宅 介 護 支 援 事 業 110

居 宅 介 護 支 援 事 業 454

第 三 万 陽 苑

金沢お年寄り介護lB談セン
タ ー 第 二 万 陽 苑

シ ∃ 一 ト ス テ イ 505
デ イ サ ー ビ ス 732
居 宅 介 護 支 援 事 業 326
介 護

目
口 談 250

八ビリポート若葉 シ ∃ ― ト ス テ イ 13

施設 名 利用者数
(5月 1日現在)

入  所 退  所

向 陽 苑 240 13 9

万 陽 苑 186 44 47

第二万陽苑 153 25 23

第三万陽苑 151 19 18

三陽ホーム 103 3 1

llビリli―卜若葉 209 0 ]

あけぼの作業所 40 0 0

みずき保育園 164 39 36

診 療 所 ]5 34 34

計
△
口 1,261 ]77 169

ふれあいのまちづくり事業活動

講 師 派 遣 日 数

2月 3月 4月 計

0 0 0 0

(2.3月 )
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第42号 陽 風 園 だ よ り

社会福祉法人 陽風園

平成17年度 事業報告及び決算状況

平成17年 4月 1日 から平成 18年 3月 31日 までの期間における園の事業実績並びに重要事項を、次のとおり報

告いたします。

1 新規事業
(1)みずき保育園を開設しました。 (平成17年 4月 1日 )

(2)陽風園木越デイサービスセンター・陽風園木越生活支援センターを開設しました。

(平成17年 4月 1日 )

(3)日本財団の福祉車両助成により、陽風園木越デイサービスセンターに送迎車 (補助ステップ付き)を
配備しました。

(4)みずき保育園において金沢市子育て夢ステーション事業を実施しました。

2 福祉サービス向上への取り組み
(1)社会福祉事業の目的に従い、福祉サービス利用者の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会にお
いて営むことができるよう支援することと、地域における社会福祉の推進を図るため、各々の施設にお

いて、事業計画の基本方針に基づき、利用者個々の心身及び生活の状態、又は地域のニーズに即したサ

ービスの実施に努めました。

(2)三陽ホーム、ハビリポート若葉、あけばの作業所において、適切な作業指導・支援を行いました。

(3)生活環境の整備として、向陽苑ときわ寮のトイレを2箇所改修し、生活環境の向上をはかりました。

万陽苑の斜廊の改修を行い、老朽化したエレベーターをリニューアルし、建物内部をバリアフリー化

しました。三陽ホームの施設周辺のブロック塀をとりはらい、植え込みによる緑化を行ったほか一部居

室の改修を施行し、第二万陽苑では一般浴室に小浴槽を 3つ設置し、安全で快適な環境を整えました。

3 在宅福祉サービスヘの取り組み
(1)在宅サービス及び施設機能の提供

ア 短期入所サービス         カ 居宅介護支援事業
イ 老人デイサービス         キ 地域生活の援助
ウ 入浴サービス、配食サービス    ク 地域福祉の推進援助
工 在宅者の福祉相談援助
オ 訪問介護員の派遣
(2)施設の開放

ア 地域の町内会等への場所提供
イ 行事への参加呼びかけ
ウ ボランティア・実習生の受け入れ

4 防災への取り組み
災害相互応援協定に基づき、崎浦地区自主防災訓練に参加しました。

5 職員の資質向上への取り組み
各種資格取得にむけ必要な援助を行いました。
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騨
葺
＝
腑
ゆ
渇
糾
淋
出

淋
鞘
騨
燕
＝
カ
ン

淋
鞘
騨
謙
＝
�
圧

甫
辞
凛
響
暉
ゆ
蠅
料
湘
翻

敲
辞
気
＞

謙
辞
料
肝
即
酔
単
□

ω
Φ
・Ｏ
∞
Ｎ
「Ｎ
Ｏ
ヽ

Ｎ
∞
・Ｎ
心
ヽ
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卜
『

一
〇
・∞
ω
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・い
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＞
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ω
¨
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ｏ
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い
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・∞
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・
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い
０
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ｏ
・ｏ
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・〇
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ω
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〇
〇
。
∞
〇
い

ω
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・
い
０
∞
）Φ
Φ
い

コ
閻
瀞

０
∞
０
・Ｎ
Ｎ
∞
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ω
Ｎ

い
ヽ
か
´
い
」
０
・∞
Ｏ
Ｎ

〓
〓
】Ｎ
Ｏ
∞
¨ヽ

ω
０

Ｎ
／
Ｎ
い
「ヽ

Ｏ
Ｏ
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Ｏ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
・ヽ

さ
Ｏ

０゙
０
０

さ
い
・
∞
い
Φ
）Ｎ
い
い

Ｎ
／
Ｎ
Ｏ
「∞
Ｏ
Ｏ

Ｏ̈
ヽ
∞ 〇

Ｎ
Ｏ
・
∞
〇
〇
・
Ｏ
卜
∞

Ｏ
Ｎ
・ヽ

Ｎ
Ｎ
「ω
Ｏ
Ｎ

Ｎ
∞
Ｎ
ヽ
い
Ｈ
Ｎ
ヽ
い
∞
〇

ヽ
い
い
・Ｏ
ω
い
・〇
∞
ヽ

コ
一祠
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ヽ
∞
０

Ｎ̈
Ｏ
Ｏ

ω̈
Ｏ
∞

ヽ
「
ω
・Ｏ
Ｈ
Ｃ
・ω
Ｈ
Ｏ

一
ω
・Ｎ
ヽ
０
い０
０
∞

＞

Ｎ
∞
・Ｎ
Ｎ
ヽ

∞́
ｏ
ｏ

Ｎ
Ｎ
・
Ｎ
ω
Ｈ
・〇
〇
〇

い
０
・〇
〇
い
。∞
〇
〇

Ｎ
／
Ｎ

∞̈
ヽ
ω

Ｎ̈
ω
Ｎ 〇

い
・
∞
ヽ
ω
・
い
ω
Ｎ

ヽ
ヽ
・ω
Ｏ
∞
・Ｏ
ω
い

Ｏ
Ｎ
Ｏ
・
Ｏ
Ｎ
∞
）〇
∞
０

い
∞
Ｍ
・
Ｎ
Ｏ
Ｏ
・〇
い
ヽ

∬
川
Ｎ
Ｍ
滸

〇 〇 O 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

心
〇
・
い
０
「
・
Ｎ
Ｈ
Ｎ

さ
〇
。
い
０
「
。
Ｎ
Ｈ
Ｎ

由ゆ
対
＼
′]
肝
ヽ輔
�
1舶

Ｎ
Ｏ
Ｌ

Ｏ
二
・Ｏ
ω
Ｏ

Ｎ
Ｈ
ヽ
い
∞
ω
。ヽ

い
〇

ω

０̈
０
∞
¨
Ｎ
一
〇

＞

ヽ

ｏ̈
ヽ
Ｎ
・ｏ
ｏ
ｏ

Ｎ
ω
）∞
Ｏ
Ｏ

卜
）０
い
い
ヽ
∞
Ｎ
Ｏ

Ｎ
／
ω
ω
∞

０̈
０
０ 〇

∞
∞
∞
）い
い
０

∞
・ヽ

∞
Φ
・
Ｎ
Ｎ
Ｎ

「
『
・ヽ
〇
〇
。Ｏ
∞
Ｎ

Ｏ
∞
・
Ｏ
Ｈ
Ｎ
・ハ
Ｈ
Ｏ

絣
〓
亀
Э
寄
淋
ヨ

二
Ｎ
∞

Ｎ̈
∞
Φ

Ｎ
Ｏ
・さ
Ｎ
Ｏ

〓
Ｏ
Ｎ
・∞
ヨ
Ｏ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

一
〇
Ｎ

∞̈
〓
０

Ｎ
Ｈ゙
∞
９
Ｏヽ
Ｎ
Ｎ

Ｎ
）Ｏ
ω
Ｎ
。Ｎ
Ｏ
∞

ゝ
ヽ
―
マ
ψ
゛
Ｃ

Ｎ
ω

０̈
０
Ｎ

い
０
´
ω
Ｏ
ヽ

ヽ
Ｎ
・０
∞
∞ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヽ
Ｎ
・０
∞
∞

０
・Φ
ヽ
Ｎ
）⑬
∞
】

Ｏ
）Ｏ
∞
〇
ωヽ
Φ
ω

叫

∧
゛

〇 〇 O 〇 〇 〇 〇 〇 〇 O

Ｏ
ヽ
Ｈ
Φ
卜
´
『
Ｏ
Ｎ

Ｏ
。
Ｈ
Ｏ
さ
ヽ
Ｎ
Ｏ
ヽ

歳 鱚
脚

k′ 団
→
ヽ 誂
苗
1潔

（楓
蒔

】
コ
）
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闘
耐
Э
普
”
翠

回
科
ヽ
国
ゞ
帥

゛
０
さ
０
回
満
応
Ｎ

回
Ｈ
腑
耐

灘
ゆ
鮒
ゆ

沐
渇
ゆ

琴
剛
帥

謝
響
暉
冊

ヽ

日

Ｏ

当

即
満
摯
□

〓
ヽ
∞
¨ヽ

Ｏ
Ｎ
Ｌ

∞
０

さ
・Ｏ
Ｎ
卜
・
Ｏ
い
∞

い
い
。ω
ω
い
。〇
〇
〇

Ｎ
Ｏ
¨ヽ

０
０
・０
０
ω

∞
〇

Ｎヽ
卜
Ｈ
）Ｏ
Ｎ
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∞
い
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い
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Ｏ
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∞
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∞
´
い
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´
Ｏ
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〓
〓
Φ
・０
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Ｎ
・Ｏ
ω
Φ

ゆ
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口
廊
澤
Ｑ
言
ｎ
耐
Ｓ
幾
ゆ
響

彗

嗚

耐

Э

当

♪

翠

群
当
蒲
醇
ゆ

鵬
当
蒲
碑
レ

諭
磁
ゆ

前
日
服

肘
ゆ

さ

か

Ｎ

Э

幾

Ｆ
廊
Э
嬰
０
響

汁
丼
ゆ

淵
０
い
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■
か
梨
癖
＞
ゆ

許
響
恥
前
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�

Ｏ
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聾
科
学
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∞
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・０
〓
〇
・∞
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０
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Ｏ
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∞
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Ｈ
Ｈ
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０
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４
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爵
“
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∞
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□
灘
計

鵬
疏
近
漏
鼎

＝
爵
日
∞
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∞
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回
端
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翠
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（
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コ
Ｐ
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財
コ
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潮
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判
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∞
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潮
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Ⅲ
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∞
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資産の部

流動資産

預金現金

有価証券

未収金

貯蔵品

立替金

前払金

その他の流動資産

固定資産

(1)基本財産

建物

土地

(2}その他の固定資産

建物

構築物

機械及び装置

車輌運搬具

器具及び備品

権利

措置費施設繰越特定預金

移行時特別積立預金

その他の積立預金

その他の固定資産

負債の部

流動負債

未払金

預り金

前受金

賞与引当金

固定負債

設備資金借入金

退職給与引当金

北國銀行 外
政府保証中小企業債券

3月 分介護報Elll 外

アスパラK散内服薬 外
介護職員 労災欠勤分
施設総合損害補償保険料

図書券 外
流動資産合計

1,379,139,720

299,766,872

418,022,004

3,249,982

241,164

6,796,730

36,000

2,107,252,472

外

253件

タト

||

基本財産合計

温室 外
胸像 外
電動型昇降浴槽 外
自動車 外
パソコン 外
電話回線権

北國銀行定期預金 外
北國銀行定期預金 外
施設整備等積立預金 外
壁面パネル

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計

3月 分光熱水費 外
3月 分源泉所得税 外
利用者負担金

夏期手当分

流動負債合計

独立行政法人福祉医療機構

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

5,513,956,480

1,163,813,593

6,677,770,073

82,540,186

9,956,016

13,992,738

33,058,534

147,307,640

310,532

313,518,000

300,018,230

228,825,000

5,000,000

1,134,526,876

7,812,296,949

9,919,549,421

161,366,007

18,896,171

266,000

87,108,000

267,636,178

739,070,000

10,185,242

749,255,242

1,016,891,420

差引純財産 8,902,658,001

財 産 目 録
平成18年 3月 31日 現在 社会福祉法人 陽風園

資 産 。負 債 の 内 訳
難
一額金
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ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア

晴
武
民
謡
会

Ｐ
Ｌ
金
沢
南
教
会

め
い
て
つ
エ
ム
ザ

社
団
法
人
京
都
府
物
産
協
会

木
越
し
ら
ゆ
り
会

芝
乃
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

真
如
苑

ひ
ま
は
り
の
会

合
歓
の
会

縁
の
会

葉
月
の
会

三
色
す
み
れ
の
会

浅
野
　
保
子

新
畑
　
光
文

勝
尾
外
美
子

柳
川
　
桂
子

樋
爪
　
宏
美

（秋
田
県
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（河
北
郡
）

（金
沢
市
）

藤
原
　
美
幸

安
岡
　
龍
男

朝
倉
　
　
薫

大
石
恵
梨
華

松
村
　
未
望

（順
不
同

・
敬
称
略
）

寄

附

物

品

の
部

ｍ
加
賀
雄
不
室
屋

閉
加
賀
麹
司
宮
田

大
鋸
豆
腐
店

ハ
ビ
リ
ポ
ー
ト
若
葉
保
護
者
の
会

第
二
万
陽
苑
家
族
会

日
本

こ
い
の
ば

り
協
会

吉
浜
　
勝
利

（金
沢
市
）

中
川
美
千
子

（金
沢
市
）

片
岡
　
　
清

（金
沢
市
）

笹
尾
　
絹
子

（加
賀
市
）

永
井
五
十
鈴

（能
美
市
）

西
谷
　
芳
子

（河
北
郡
）

山
内
　
親
子

（河
北
郡
）

寄
附
金
の
部

直
川
　
た
み

（金
沢
市
）

庄
田
　
　
勲

（金
沢
市
）

不
破
　
　
哲

（金
沢
市
）

小
野
　
陽
子

（金
沢
市
）

そ
の
他
匿
名
　
五
十
七
名

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（京
都
府
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（秋
田
県
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（自
山
市
）

（金
沢
市
）

末
田
の
り
子

宮
村
　
吉
栄

笹
尾
　
竹
松

金
田
ま
ゆ
み

山
田
　
　
徹

堅
田
　
啓
子

谷
　
　
一
則

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（東
京
都
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（加
賀
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

士 和
賞 朗 代

三
宅
庄
田
飯
田

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（日
本
こ
い
の
ぼ
り
協
会
よ
り
寄
贈
）
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